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Vistamycinに よ る 尿 路 性.器 感染 症 の 治 療 に つ い て

石 部 知 行 ・佐々木健一郎 ・碓 井 亜 ・仁 平 寛 己

広島大学医学部泌尿器科教室

(主任:仁 平寛己教授)

既存抗生物質の誘導体が生合成の著 しい進歩に伴つて

数多 く開発されてきたが,今 回kanamycin (KM), ami-

nodeoxy kanamycin (AKM)に よく似たスペクトラム,

す なわちEscherichia coli, Staphylococcus aureus な どに対し

有効で,同 時に前2者 に比し副作用の少ないといわれる

Vistamycin (VSM)を 各種泌尿器科患者に使用する機会

を得たので,そ の臨床成績を報告する。

対象ならびに方法

治療の対象とした症例は広島大学医学部付属病院泌尿

器科で 経験した 尿路性器感染症例か ら無作為的に 得た

32症 例で,こ の うち1例 は効果判定ができなかつたの

で,残 る31症 例についてその効果を検討 した。この症

例の疾患別詳細は表1に 示 した とおりである。

VSMの 投与法としてはすべて1日 量19を2分 の

うえ朝夕にわけ,1日 に2回5日 間筋注する方法をとつ

た。効果判定には中間尿法によつて得た尿について尿中

白血球の消長,尿 中細菌の定量培養を治療前,投 薬終了

時,な らびに投薬中止後数日の3回 検討 し,同 時にみら

れた自覚症の変化をもとにし最終的にこの3者 がいずれ

も改善されたものを著効(effective) ,2者 のみが改善さ

れたものを有効(fair),1つ のみが同様改善されたもの

をやや有効(moderately) とし,い ずれに対 しても効果

のみられなかつたものを無効(poor),と す る方法をとつ

た。

同時に副作用を検討する目的でGOT, GPTを 含む肝

機能,BUN,Creatineに よる腎機能および末梢血液所見

への影響を,症 例の一部で治療前後において比較検討 し

た。

成 績

I. 疾患別治療効果 (表1)

前立腺肥大症手術後に使用した9例 中明らかに効果の

みられたもの2例 で,無 効例が1例 にみられた。いつぼ

う,比 較的単純感染 とみられる急性膀胱炎,腎 盂腎炎に

対 しては12例 中11例 に明らかな効果がみられた。

II. 起炎菌別治療効果 (表2)

Escherichia coliでは12株 中8株 で,ま たEnterococcus

に対 しては6株 中4株 に有効であつたのに対 し,Pseudo-

monas aeruginosa では11株 中明らかな菌の消失ない し減

少のみられたものはわずか2株 にすぎず,VSM 使用に

もかかわらず一部でPs.aeraginosa お よびEscherichia coli

が新 しく証明された。

III. 自覚症に対する効果 (表3)

頻尿,排 尿痛に対 しては全例有効で,発 熱に対 しては

12例 中9例 で効果がみられ,自 覚症に対 しては概 して

有効であつた。

以上,要 するに効果を判定し得た31症 例についてみる

Table 1. Results after first course of treatment on 

infection

Table 2. Effectiveness of drug therapy on organisms
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と著効7例(22.6%),有 効15例(48.4%)で ,明 らか

に無効であつたものは1例3.2%に す ぎなかつた。

IV. 肝機 能に対する影響 (表4)

GOT, GPTに つ いて投薬中止時正常値を越えたもの

が3例 にみ られたが,こ れはいつれも前立腺摘出手術後

の症例で,そ の1週 後の再検査ではいつれ も正常値に復

していた。

V. 腎機能に対する影響 (表5)

BUNで は術後高値を示 したものが1例 あつたが
,こ

の症例は術前より高かつたものでVSM投 与前より腎機

能障害が推定されていたものである。ゆえにCreatinine ,

BUNと もに悪化したと思われる症例は経験 しなかつた
。

VI. 末稍血液所見に対する影響 (表6)

末梢血液所見に対するVSM投 与にともな う副作用は

発見できなかつた。

VII. 薬剤感受性への影響(表7)

Enterobacter, Escherichia coli,Pseudomonas aeruginosa では

GMあ るいはFTに 対 する感受性の増大がみられた。

考 案

VSMの 基礎ならびに臨床報告としては小酒井,清 水,

大 越,河 盛,藤 本 ら数 多 くの 報 告 が あ り,Staphylococcus

aureus に対 して はKMよ りや や 劣 る が ,Gram陰 性 桿

菌,と くにEscherichia coli, Klebsiella に対 して はKM

と同 様 のMICを 有 し,病 原 性Escherichia coliに 対 して

は と くに 強 い 抗 菌 力 を もつ とされ て き た。 近 時抗 生物 質

に 耐 性 のGram陰 性 桿 菌 が 増 加 しつ つ あ る こ と と考 え

合 せ,本 剤 の よ うな 強 力 な抗 生 物 質 の効 果 は大 い に期 待

され る と こ ろで あ る。

急 性 膀 胱 炎 とい つ た 単 純 性 尿 路 感 染 症 に対 して は全 例

有 効 で あ つ た が,こ の よ う な 症 例 に 対 しては ど の よ う

な薬 剤 で も効 果 が 期 待 で き特 に と りあげ る こ と も な い

が,本 実験 で は 難 治 性 な い し複 雑 性 の 症 例 が そ の大 半 を

しめ,ま た起 炎菌 で もPseudomonas aeruginosa と いつ た 一

般 抗 生 物 質 の み な らずVSMに 対 して 感 受 性 の 少 な い 症

例 が 多 か つ た に もか か わ らず 全 体 と して71.0%に 明 ら

か な効 果 が み られ,ま つ た く効 果 の み られ な か つ た もの

は わ ず か3.2%に す ぎ な か つ た こ とは,本 剤 の 尿 路 性 器

感 染 症 治 療 に おけ る有 用 性 を示 す もの で あ る。

起 炎 菌 との 関 係 で み る と,Escherichia coli, Enterococcus,

Enterobacter に 対 し有 効 例 が 多 く,Pseudomonas aeruginosa

に 対 す る効 果 が 少 なか つ た が,こ れ は先 人 の報 告 と一致

す る もの で あ る。 ま たVSM投 与 に もか かわ らず 留 置 カ

テ ー テル 法 施 行 症 例 の 一 部 でPseudomonas aeruginosa が 新

Table 3. Results of VSM on subjective symptoms

Table 4. Side effects of VSM on blood chemicals

Table 5. Side effects of VSM on blood chemicals

Table 6. Side effects of VSM on blood findings

Table 7. Effects of medication of VSM on drug 

sensitivity test
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らしくみられたが,充 分な細菌学的同定が行なわれてい

ないのでVSMに よる菌交代症であるのか.い わゆる院

内感染であるのかは問題のあるところである。

しかしPseudomonas aeruginosa に対する効果はいまだ

しで,E. coli感染症に対しVSMの 適応があると考え

られた。VSMの 使用に際してはaminoglucoside系 の

抗生物質に共通である腎障害,第8神 経障害といつた副

作用に対 し充分な注意が必要であるが,VSMの 腎ある

いは第8神 経に対する影響はKMに 比し少ないとされ

ている。

今回の実験でも明らかに肝,腎,血 液に対する障害は

みられず,3例 でVSM投 薬後GOT, GPTが 高い活

性を示 したが,これ らの症例は前立腺摘除術後の症例で,

輸血にもとつく一時的な活性増大も考慮され,VSMに

よる直接の影響 と断定するには無理 もあ り,そ の1週 間

後の再検査ではいずれも正常範囲に復していた。また腎

機能に対する影響 も対象となつた症例の多 くが腎機能低

下が潜在的にあると考えられる老人であつたにもかかわ

らず,術 前より高いBUNを 示 していた1例 を除き異常

を示 したものがなかつたことは,逆 にこのような腎機能

低 下 の推 定 され る症 例 に対 して も比 較 的 安 全 に使 用 し う

る こ と を示 す も の で あ る。

結 語

広 島 大 学 医 学 部 附 属 病 院 泌 尿 器 科 で経 験 した 尿 路 性 器

感 染 例31例 に 対 しVSMを 1日 1g 5日 間 投 与 し,

そ の 臨 床 的 検 討 を 行 な い,次 の成 績 を得 た 。

1. 31例 中22例 (71.0%) で 明 らか な臨 床 効 果 が 得

られ,無 効 例 は1例 (3.2%) にす ぎな か つ た。

2. Escherichia coli, Enterococcus, Enterobacter な どの 感

染 症 例 では 有 効 例 が 多 いが,Pseudomonas aeruginosa に よ

る感 染 に対 して は大 き な期 待 は も て な い。

3. 肝 機 能,腎 機 能 お よび末 梢 血 液 所 見 に対 す る影 響

はみ られ な い。
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Vistamycin (abbr. VSM) was administered intramuscularly for 5 days at a daily dose of 1 g to 31 
cases of urinary tract and genital organ infections, and the following results were obtained. 

(1) The clinical effect was observed clearly in 22 cases out of 31 cases of urinary tract and genital 
organ infections, and only 1 case remained ineffective. 

(2) There observed many effecitve cases in the infections due to Escherichia coli, Enterococcus and 
Enterobacter, whereas the results were no good in those due to Pseudomonas aeruginosa. 

(3) VSM administration gave no definite influence at all on the hepatic and renal function tests as 
well as on the findings of peripheral blood.


